
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 墨田区では、新たな区民ニーズに十分対応できる図書館をめざし、狭あい化したあずま図書

館と老朽化した寺島図書館を統合し、新たな図書館の整備を行っており、平成２５年３月末に

開館します。その（仮称）統合新図書館の運営方針を策定しました。概要は以下のとおりです。 

                   新図書館概要 

   ・ 場所 墨田区京島１－３６  ・ 開館時間 

         （京成曳舟駅前）     月～土 ９時～２１時 

   ・ 広さ 約３，４００㎡        日・祝 ９時～１７時 

          ２階～５階       休館日 第３木曜日 

    ・ 資料数 約４０万点 

 

  

生涯学習の拠点としての図書館       墨田区の情報センターとしての図書館 
・多種多様な情報・資料の収集・保存        ・データベース化した地域資料の発信 

・有料オンラインデータベース情報の共有      ・墨田区ゆかりの人物の紹介 

・自動貸出機、自動出納書庫による利便性の向上   ・デジタルサイネージによる各種情報の発信 

・図書館システムの機能充実            ・産業・観光、街案内情報の発信 

 

区民や地域の課題解決を支援する図書館   すべての利用者に優しい図書館 
・総合レファレンスカウンターによる案内      ・ユニバーサルデザイン 

・ＩＣタグを利用した情報検索機能の充実      ・図書館利用に障害がある方へのサービス 

・区民優先のキャレル席、グループ学習室の提供   ・多様な言語・文化に配慮したサービス 

・交流と情報交換の促進              ・こども図書館機能の充実 

・ボランティア活動の支援             ・学校図書館の支援 

                         ・環境に配慮した施設 

  
あずま図書館・寺島図書館では、（仮称）統合新図書館移転にむけて資料を整理し

ております。整理した資料を有効に活用していただくため両館でリサイクルコーナー
を充実させております。なお、他の図書館・図書室でもリサイクルコーナーを設けて
おります。是非ご利用下さい。 

お知らせ 
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こんにちは。 

横川コミュニティ会館 

図書室です。 

《豊富な AV 資料》 

ＤＶＤ  約330枚 

Ｃ Ｄ 約4,000枚 

《蔵書数》 

  9万7千冊  

    児童書：26,500冊 

     一般書：70,500冊 

《三つの特集コーナー》 

一般実用書・児童・一般文学 

ご好評いただいております 

横川コミュニティ会館はスカイツリーのある押上駅から徒歩約 10分に位置し、近くには本所

防災館・横川出張所があります。 

 １階が玄関で、2階が図書室、３・４階には児童室・学童クラブ・地域集会室があり、乳幼児

から高齢者の方まで、幅広くご利用できます。通路も広く、車椅子の方もぜひご来館ください。 

《 お は な し 会 》  

 毎週金曜日 午後3時45分～ 

 スタンプを集めるとプレゼント

がもらえますよ！ 

 皆さん、どうぞ来てください。 

 
 《 施 設 案 内 》 

所在地：〒130-0003墨田区横川5-9-1 

電 話：03-5608-4500    FAX :03-5608-4501  

最寄駅：押上駅（京成線・半蔵門線）徒歩約10分 

    錦糸町駅（JR・半蔵門線）徒歩約15分 

    横川三丁目（都営バス）徒歩約3分 

    本所防災館入口（区内循環バス）徒歩約1分 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

順位 書名 著者 予約数 

1 舟を編む 三浦しをん著 362 

2 ナミヤ雑貨店の奇蹟 東野圭吾著 282 

3 麒麟の翼 東野圭吾著 212 

4 ジェノサイド 高野和明著 206 

5 人生がときめく片づけの魔法 近藤麻理恵著 197 

6 マスカレード・ホテル 東野圭吾著 188 

7 三匹のおっさん ふたたび 有川浩著 159 

8 下町ロケット 池井戸潤著 134 

9 真夏の方程式 東野圭吾著 133 

10 夜の国のクーパー 伊坂幸太郎著 122 

寄贈のお願い 
予約が集中している資料については、複数冊購入していますが、早期の提供ができない状況です。 

上記の予約多数図書で、読み終えてご家庭でお持ちのものがありましたら、図書館への寄贈をご検
討下さい。ご寄贈いただける場合は、お手数ですが、図書館・コミュニティ会館にお越しの際にお
持ち下さい。お持ちいただいた本は、図書館の資料として活用させていただきます。 
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墨田区立図書館では、子どもたちに本や物語などに親しみを持ってもらうためのきっかけづく

りとして、人形劇・おはなし会・工作会などを行っています。 
 ７月・８月は、各図書館で夏のおたのしみ会を開催いたします。たくさんの本と物語との出合

いに、この夏は図書館のおたのしみ会（子ども会）に、いらっしゃいませんか？ 

図書館 日にち 時間 内容 定員 

あずま図書館 ８月１９日（日） 
午前 11 時 
午後２時 

ちょっとこわいおはなし会 
おはなし・パネルシアター ほか 

各回先着 
100 人 

緑図書館 ８月２２日（水） 
午前 11 時 
午後２時 

人形劇「三まいのおふだ」 ほか 
各回先着 
80 人 

寺島図書館 
７月 25 日（水） 
終了しました 

午後２時 
大型絵本「きょうはなんてうんがいいんだろう」 

紙芝居・パネルシアター ほか 
先着 

40 人 

立花図書館 
７月 29 日（日） 
終了しました 

午後２時 
人形劇「ペンギンおうえんだん」 
おはなし・パネルシアター ほか 

先着 
50 人 

八広図書館 
７月 18 日（水） 
終了しました 

午後３時 15 分 
人形劇「まんまるパン」 
おはなし・うた ほか 

先着 
100 人 

 

 皆さん、中学生が図書館のカウンターに座っている姿を見かけたことがありませんか。墨田区立図書館では、小

学生の「一日図書館員」、中学生の「体験学習」、高校生・大学生の「インターンシップ」を受け入れています。 

今年も中学生や高校生の体験で、本の貸出・返却・検索などのカウンター業務や、本を正しい分類順に整理整頓

する書架整理、本を保護するためのブッカー貼り、視覚障害者のための点字を打つ等の体験をやってもらいました。 

７月６日から２０日までの約２週間、インターンシップで来られていた筑波大学の学生さんに伺った感想を掲載

します。 

職場体験についての感想―現場で学ぶこと― 

 大学の授業だけでは知ることのできなかった図書館の現状や、現在の図書館の問題を知る

良い機会であり、また大学では得ることのできない経験を、わずかながらも積むことができ、

司書を目指す上での良い経験となりました。実習期間中は、学んだことと実際の仕事が異な

ることがあると驚き、学ばねばならないことが多くあることを痛感しました。この経験を忘

れず、勉学に励む上で生かし、現実の問題に対処できる司書になりたいと考えています。 

（筑波大学 ３年  桾沢 朋美） 

 

インターンシップを経験して 

 約２週間、図書館での仕事に実際に触れてみて、私が考えていたよりも多くの仕事を図書

館では行っているのだと知りました。大学の授業でも「障がい者サービス」や「地域資料の

収集」などについて聞いていましたが、実際に行っている仕事は話で聞いていたことよりも

更に踏み込んだものでした。また、授業で聞いた内容と実際の仕事では異なっている点もあ

り、現場を見ないと分からなかったことを知ることができてとても良い経験になりました。 

（筑波大学 ３年  原田 奈都美） 



「 ブックトーク 」とは…？ 

テーマに沿って、複数の本を選び、それぞれ関連づけて紹介する

読書推進活動の一つです。子どもたちが、読書に関心を持ち、いろ

いろな分野の本を手にとるきっかけをつくります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

絵本から読み物へ、子どもたちにいろいろな本を紹介して、読書の楽しさを

伝えるブックトークを学んでみませんか？ 

読み聞かせからステップアップを図り、もっと子どもたちに本を伝えていき

たい方、ぜひ、ご参加ください！ 

１ 目 標：ボランティアとして小学校等でブックトークができる。 

 ２ 対 象：すでに読み聞かせの活動をしている方で、区内の小学校等で 

ブックトークをしていただける方。全日程参加できる方。 

 ３ 日時・内容：下表のとおり 

〈全４回コース〉 

 
日にち 内 容 講 師 

９月 6 日(木) 講義「ブックトークの魅力」 
児玉ひろ美 氏 

（ＪPIC 読書アドバイザー） 

９月１3 日(木) グループ演習 

９月２０日(木) グループ演習 

９月２７日(木) 発表「皆の前で発表しましょう」 

図書館職員及 び活動中の 

ブックトークボランティア 

時間はいずれも午前 9 時 30 分から 11 時 30 分までです。 

４ 場 所：中小企業センター５階 （墨田区文花１－１９－１） 

５ 定 員：先着３０人 

６ お申し込み・お問い合わせ：電話にて８月 1 日（水）午前１０時から 

あずま図書館 ３６１２－６０４８ へ 

（自動音声メニューの「８」を選択してください） 

 



館 名 今月の特集コーナー 

一般書：「芥川龍之介 生誕 120 年特集」 

ティーンズサービス〔T.S〕：「真夏の夜はミステリー！」 あずま図書館 

児童書：「こわ～い本」 窓ぎわの児童書「なつの本」 

一般書：「お祭り」 

緑図書館 ティーンズサービス〔T.S〕：「真夏の夜はミステリー！」 

児童書：「なつのとびら ２」 

寺島図書館 
児童１室：「なつをたのしむ」 

児童２室：「かがやく太陽」 

一般書：「涼しい夏のすごしかた」  児童書：「自由研究」 
立花図書館 

えほんのひろば：「おひめさま・おうじさま」 

一般書：「昭和の風景と大衆文化」「思考する謎～解ける喜び、騙される面白さ～」 
八広図書館 

児童書：「夏休み！あそびも宿題も図書館におまかせ！！」 

東駒形コミュニティ 一般書：「恐怖の扉 日本編」 

    会館図書室 児童書：「すいぞくかんをつくろう！」「わくわく！どうぶつえん」 

梅若橋コミュニティ 一般書：「家でじっくり・・・趣味の工作」  

会館図書室 児童書：「課題図書」「自由研究」 

横川コミュニティ 一般特集 1：「夏の物語」 一般特集２：「ああ 懐かしの昭和」 

    会館図書室 児童特集：「あつまれ！虫」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

すみだ文化講座 １５５ 

 三遊亭円朝とすみだ 

講師：滝口雅仁氏              資料展 「レクイエム〈戦争・震災・原発・子ども〉」森田睦 詩画展 

  日時：８月 11 日（土）午後 2 時～4 時 

  場所：緑図書館 3 階学習室          ミニ文学展 「三遊亭円朝資料展」 

すみだ文化講座 １５６           期間：７月 28 日（土）～９月２日（日） 

 森田睦詩画展 展示朗読会                  場所：緑図書館１階、３階展示コーナー 

  森田睦・くさぶえ 

日時：９月１日（土） 午後２時～４時 

  場所：緑図書館３階学習室 

 

・・・・・・・・ 
下記の日程で、図書館アドバイザーが緑小学校図書室とあずま図書館で『調べる学習コンクール』に
関する相談を受け付けます。 
「なにを題材にしよう？」「調べ方は？」「どうやってまとめるの？」etc 
 
               記 
緑 小学校：８月２７日（月）、２８日（火） 午前９時～午後４時 

あずま図書館：８月３０日（木）、３１日（金） 午前９時～午後４時 

中小企業センター２階の講習室を中学生以上の方の勉強室として開放しています。 
日時：７月２２日（日）～８月３１日（金） 午前９時～午後５時 
※中小企業センターで使用する日及びあずま図書館休館日は利用できません。 

お知らせ 
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と

し
て
い
た
と
の
記
事
が
、
読
売
新
聞
の
明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
10

月
14
日
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
家
が
明
治
と
い
う
時
代

に
自
ら
生
き
る
苦
労
を
背
負
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
時
代
に
あ

っ
て
、
同
じ
武
家
の
血
が
流
れ
る
円
朝
も
頑
張
れ
！
と
の
声
援
を
送

っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

円
朝
が
、
本
所
に
移
っ
た
動
機
は
、
困
窮
す
る
武
家
の
応
援
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
塩
原
太
助
の
出
身
地
の
上
州
沼
田
を
取
材
し

た
後
、
炭
商
塩
原
太
助
の
店
が
在
っ
た
本
所
に
移
転
し
て
、『
塩
原
多

助
一
代
記
』
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
す
（
円
朝
は
実
在
の
「
太

助
」
を
「
多
助
」
と
変
え
て
一
代
記
を
書
い
て
い
ま
す
）。
は
じ
め
は

画
家
の
柴
田
是
真
か
ら
本
所
の
成
功
者
塩
原
太
助
に
か
か
わ
る
怪
談

話
を
聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
取
材
を
始
め
た
の
で
す
が
、
完
成
さ

れ
た
も
の
は
苦
労
し
た
末
に
経
営
者
と
し
て
成
功
し
、
社
会
福
祉
に

貢
献
し
塩
原
家
を
再
興
す
る
と
い
う
、
明
治
の
時
代
精
神
に
か
な
っ

た
立
志
伝
で
し
た
。
黙
阿
弥
ら
が
手
を
入
れ
歌
舞
伎
に
な
り
、
小
学

校
の
修
身
に
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
亀
戸
天
神
に
は
今
も
太
助
の
寄

進
し
た
石
燈
籠
が
あ
り
ま
す
し
、
当
区
に
は
塩
原
太
助
の
住
居
が
あ

っ
た
両
国
3
丁
目
3
の
近
く
、
竪
川
に
そ
の
名
に
ち
な
ん
だ
塩
原
橋

が
あ
り
ま
す
。
「
本
所
に
過
ぎ
た
る
も
の
、
津
軽
屋
敷
に
塩
原
太
助
」

と
江
戸
で
い
わ
れ
る
ほ
ど
有
名
だ
っ
た
塩
原
太
助
を
、
明
治
時
代
に

立
志
伝
と
し
て
生
き
返
ら
せ
た
の
が
円
朝
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

継
母
に
疎
ま
れ
や
む
な
く
江
戸
に
出
よ
う
と
決
意
し
た
塩
原
多
助

が
愛
馬
、
青
と
別
れ
を
惜
し
む
場
面
は
、
本
所
緑
町
に
居
た
馬
術
宗

家
の
草
刈
庄
五
郎
か
ら
の
指
導
が
生
き
た
名
場
面
と
い
わ
れ
て
い
ま

炎
暑
が
続
き
ま
す
。
怪
談
噺
で
有
名
だ
っ
た
円
朝
と
「
す
み
だ
」

の
ゆ
か
り
に
思
い
を
寄
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
円
朝
は
、
幕
末
か
ら

明
治
の
落
語
界
に
あ
っ
て
新
作
落
語
を
自
作
自
演
す
る
こ
と
で
、
大

人
気
と
な
っ
た
ば
か
り
か
、
文
学
や
演
劇
に
も
新
風
を
も
た
ら
し
大

看
板
と
な
り
ま
し
た
が
、
江
戸
中
の
人
気
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
26
歳
の
時
で
、
当
時
第
一
級
の
寄

席
で
あ
っ
た
両
国
「
垢
離
場
」
の
真
打
ち
と
し
て
ト
リ
を
と
る
よ
う

に
な
っ
た
頃
で
す
。
垢
離
場
と
い
う
の
は
両
国
橋
の
東
詰
川
下
に
あ

り
、
隅
田
川
の
水
で
垢
を
落
と
し
て
大
山
参
り
に
繰
出
し
た
と
こ
ろ

か
ら
垢
離
場
と
呼
ば
れ
、
そ
の
近
く
に
あ
っ
た
寄
席
が
「
垢
離
場
」

と
呼
ば
れ
た
の
で
す
。
お
芝
居
噺
が
人
気
と
な
り
派
手
な
縮
緬
の
衣

装
を
着
て
、
声
色
も
上
手
く
、
噺
の
背
景
も
国
芳
の
弟
子
で
し
た
か

ら
自
分
で
描
い
て
い
ま
し
た
。
錦
絵
に
も
な
り
、
ま
る
で
人
気
役
者

の
よ
う
に
女
性
フ
ァ
ン
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

や
が
て
、
世
は
明
治
と
な
り
、
幕
府
は
瓦
解
し
武
士
は
食
べ
る
こ

と
に
も
事
欠
く
の
で
す
が
、
森
鴎
外
の
作
品
に
も
な
っ
た
渋
江
抽
斎

に
触
れ
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
抽
斎
は
津
軽
藩
の
江
戸
に
お

け
る
医
官
で
あ
り
、
幕
府
の
医
学
校
の
講
師
で
も
あ
り
、
書
誌
学
者

と
し
て
も
第
一
級
の
人
物
で
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
人
物
で

す
。
抽
斎
は
安
政
5
年
に
コ
レ
ラ
で
急
死
し
ま
し
た
が
、
そ
の
一
族

で
抽
斎
が
特
に
可
愛
が
っ
て
い
た
四
女
の
陸
（
く
が
）
に
つ
い
て
、

円
朝
が
高
座
で
「
こ
の
頃
緑
町
で
は
、
ご
大
家
の
お
嬢
様
が
お
砂
糖

屋
を
お
始
め
に
な
っ
て
、
こ
と
の
ほ
か
ご
繁
昌
だ
と
申
す
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。
時
節
柄
結
構
な
思
い
立
ち
で
、
誰
も
そ
う
あ
り
た
い
と

ぞ
ん
じ
ま
す
」
と
ま
く
ら
で
話
す
の
を
聞
い
て
い
た
抽
齋
の
妻
五
百

は
感
激
に
耐
え
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
鴎
外
は
「
心
学
を
説
い
た

す
。
草
刈
庄
五
郎
は
榛
の
木
馬
場
で
大
名
の
馬
な
ど
を
調
練
し
て
い

た
馬
術
の
達
人
で
す
。
明
治
に
な
っ
て
緑
3
丁
目
に
馬
場
の
あ
る
広

大
な
屋
敷
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
の
亀
沢
2
丁
目
9
〜
10
の
辺

り
で
す
。 

さ
て
さ
て
、
円
朝
と
「
す
み
だ
」
と
の
ゆ
か
り
は
ま
だ
ま
だ
尽
き

な
い
の
で
す
が
紙
面
が
尽
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
緑
図
書
館
で
円
朝

忌
の
8
月
11
日
に
演
芸
評
論
家
の
滝
口
雅
仁
氏
を
招
い
て
「
三
遊
亭

円
朝
と
す
み
だ
」
と
題
し
て
講
座
が
あ
り
ま
す
。
後
は
そ
の
講
座
を

聞
い
て
か
ら
、
更
に
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
、
講

座
に
ご
参
加
下
さ
い
。
（
真
津
志
麻
記
） 

  

【
参
考
】 

『
明
治
文
学
全
集
10
・
三
遊
亭
円
朝
集
』
筑
摩
書
房 

資
料
ID
３
１
０
２
６
４
２
５ 

『
新
版
三
遊
亭
円
朝
』
永
井
啓
夫
（
青
蛙
房
） 

 
 

 
 

資
料
ID
１
１
２
４
５
１
７
０
３ 

『
鴎
外
選
集
第
6
巻
・
渋
江
抽
斎
』
岩
波
書
店 

 
 

 
 

資
料
ID
１
１
１
４
９
７
９
６ 

『
隋
録
三
遊
亭
円
朝
』
円
朝
考
文
集
刊
行
会 

 
 

 
 

 
 

資
料
ID
１
１
０
８
９
６
９
４ 

 
 

  



 

【 開 館 時 間 】     【 休  館  日 】  
● 火曜日～土曜日・・・・・9：00～20：00    ● 館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始 

● 日曜日・月曜日・祝日・・9：00～17：00    ☆コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

☆コミュニティ会館図書室は、月曜日の開館時間が 9：00～20：00 です。 

●あずま図書館 

文花 1-19-1 

電話：3612-6048 

●緑図書館 

緑 2-24-5 

電話：3631-4621 

●寺島図書館 

東向島 3-34-4 

電話：3611-4610 

●立花図書館 

立花 6-8-1-101 

電話：3618-2620 

●八広図書館 

八広 5-10-1-104 

電話：3616-0846 

●梅若橋コミュニティ 

会館図書室 

堤通２－９－１ 

電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 

会館図書室 

横川５－９－１ 

電話：5608-4500 

●東駒形コミュニティ 

会館図書室 

東駒形 4－14－1 

電話：3623-1141 

●すみだ女性センター 

押上 2-12-7-111 

電話：5608-1771 

 

 
日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 
    緑「小さい子どもの

た め の お は な し

会」10：30～ 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

寺「おはなし会」 

14：30～ 

東「おはなしのも

り」15：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

5 6 7 8 9 10 11 

東・梅・横 
 

コミュニティ 
 

図書室休館 

 

 

  

八「おひざでえほ

ん」11：00～ 

 

♪緑「こうさく会」 

15：15～ 

 

♪立「こうさく会」 

10：00～ 

14：00～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

あ「あそびとおはな

し会」11：00～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

★緑「文化講座」 

14：00～ 

寺「おはなし会」 

14：30～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

12 13 14 15 16 17 18 
    

館内整理日 
 

全館休館 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

19 20 21 22 23 24 25 
あ「夏のおたのしみ

会」11：00～ 

   14：00～ 

 東「おはなしれっし

ゃ」10：30～ 

緑「夏のおたのしみ

会」11：00～ 

   14：00～ 

♪あ「こうさく会と

おはなし会」 

 15：15～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしひろ

ば」10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

26 27 28 29 30 31 
  寺「おひざでえほ

ん」10：30～ 

  横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

 

 

 

♪ 8 日（水曜日）の緑図書館「こうさく会」は、 

『スライムをつくろう』です。 

♪ 8 日（水曜日）の立花図書館「こうさく会」は、 

『くるくるレインボー』と『サマードームをつくろう』です。 

♪22 日（水曜日）のあずま図書館「こうさく会とおはなし会」は、 

『サマードームをつくろう』です。（先着２５名） 

★11 日（土曜日）の緑図書館「すみだ文化講座」は、 

一般向けの講座です。 

☆行事の詳細は、各館に直接お問合せください。 

 


